
様式１－３（統一栽培暦様式）

ＪＡ安房　八束枇杷組合

有機由来窒素３．９％

有機由来窒素５．３％

管理作業 薬剤名
希釈倍数
・処理量

対象病害虫
備考
（耕種的防除の実施等）

除草

落葉に付着した病原菌が
次の発生源となるので、
集めて地中に深く埋める
か、園外に搬出し、処分
する。

が
ん
し
ゅ
病

ナ
シ
ヒ
メ
シ
ン
ク
イ

ナ
シ
マ
ル
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

さ
び
病整枝、

剪定、
秋肥

（基肥）

摘房摘蕾

　　下旬

２月上旬

　　中旬

　　中旬

　　下旬

１月上旬

　　中旬

11月上旬

　　中旬

　　下旬

12月上旬

10月上旬
～下旬

　　中旬

　　下旬

９月上旬

　　中旬

　　中旬

　　下旬

８月上旬

　　下旬

もっと安心農産物　びわ栽培暦

・草生栽培や堆肥を利用する。

肥料名 施肥量

１．土づくり

２．施肥　　☆施肥診断にもとずく施肥量の尊守

追肥

※内房びわ配合及びＪＡ軽量びわ配合は基肥及び追肥含む
※化成肥料由来の窒素量の基準値（13.5kg/10a）を順守する

３．防除

２４０㎏

苦土石灰 １００㎏

基肥 ＪＡ軽量びわ配合（９－４－３） １８０㎏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
ア
ブ
ラ
ム
シ
類

内房びわ配合（７－７－２）

月
病害虫
の発生
推移

７月上旬



ﾃﾙｽﾀｰ水和剤 １０００倍 ｶﾒﾑｼ類

ﾛﾃﾞｨｰ水和剤 ２０００倍 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類　　下旬

６月上旬

　　中旬

　　下旬

☆みんなで守ろう生産基準

収穫

　　中旬

　　下旬

５月上旬

　　中旬

３月上旬

　　中旬

　　下旬

４月上旬

　　下旬

追肥

摘果、
袋掛け

カ
メ
ム
シ
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
ア
ブ
ラ
ム
シ
類


